
部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

「 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

と 選 択
せんたく

と 決 定
けってい

－ 選 択
せんたく

と 決 定
けってい

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

プロセス
ぷ ろ せ す

（程度
ていど

区分
くぶん

）」議事
ぎ じ

要旨
ようし

（10 月
がつ

26 日 分
にちぶん

） 

 

１．日時
にちじ

 ：平 成
へいせい

22 年
ねん

10 月
がつ

26 日
にち

（火
か

） 14：00～17：00 

２．場所
ばしょ

 ：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

2 階
かい

講 堂
こうどう

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 ：茨 木
いばらき

座 長
ざちょう

、門屋
かどや

副 座 長
ふくざちょう

、北 野 副
きたのふく

座 長
ざちょう

、朝比奈
あさひな

委員
いいん

、小澤
おざわ

委員
いいん

、

中 原
なかはら

委員
いいん

、野原
のはら

委員
いいん

、三
み

浦
うら

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

 「自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

・相 談
そうだん

支援
しえん

」と「選 択
せんたく

と 決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

とツール
つ ー る

」について、ど

のような 方 向 性
ほうこうせい

で 新
あら

たな仕組
し く

みを考
かんが

えるべきかの意見
いけん

交 換
こうかん

を行
おこな

った。 主
おも

な意見
いけん

は以下
い か

のとおりであった。 

 

①「自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

の在
あ

り方
かた

」 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

の仕組
し く

みは、多層
たそう

構 造
こうぞう

で考
かんが

えていくべきである。たとえば 市 町 村
しちょうそん

に

「 総 合
そうごう

相 談
そうだん

センター
せ ん た ー

」( 国
くに

の事 業
じぎょう

として)を設置
せっち

し、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を問
と

わず（制度
せいど

の 対 象
たいしょう

となっていない人
ひと

も 含
ふく

めて）幅 広
はばびろ

に相 談
そうだん

に応
おう

じる。さらに都道府県
とどうふけん

で

障 害
しょうがい

別
べつ

の 専 門 的
せんもんてき

な 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

を実施
じっし

し、 市 町 村
しちょうそん

をフォロー
ふ ぉ ろ ー

するよう

な仕組
し く

みを考
かんが

える。さらに生 活
せいかつ

支援
しえん

などの 継 続
けいぞく

した支援
しえん

が 必 要
ひつよう

な人
ひと

に対
たい

して

は、市 町 村
しちょうそん

の 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

がサービス
さ ー び す

調 整
ちょうせい

、モニタリング
も に た り ん ぐ

などの支援
しえん

を

行
おこな

い、解 決
かいけつ

困 難
こんなん

な 問 題
もんだい

が発 生
はっせい

した場合
ばあい

には、総 合
そうごう

相 談
そうだん

センター
せ ん た ー

へつなぐ。 

・ 当 事 者
とうじしゃ

の相互
そうご

の 相 談
そうだん

支援
しえん

（たまり場的
ばてき

機能
きのう

を 含
ふく

む）を 行
おこな

うものとして、

「ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

センター
せ ん た ー

事 業
じぎょう

」を市 町 村
しちょうそん

ごとに実施
じっし

するのがよい。 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、都道府県
とどうふけん

が圏 域
けんいき

を 設 定
せってい

し、圏 域
けんいき

ごとに相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

を 計 画 的
けいかくてき

に整備
せいび

していくことが必 要
ひつよう

である。専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い相 談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

う「 総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」は、人 口
じんこう

10～20 万 人
まんにん

あたり１ケ所
しょ

、身近
みぢか

に相 談
そうだん

できる「地域
ちいき

相 談
そうだん

センター
せ ん た ー

」は 市 町 村
しちょうそん

を単位
たんい

に 5 万 人
まんにん

に１ケ所
しょ

程度
ていど

を整備
せいび

す

べきと考
かんが

える。 

・ 難 病
なんびょう

といっても、その 種 類
しゅるい

は多様
たよう

であり、それぞれの 病 気
びょうき

が抱
かか

えている問 題
もんだい
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もさまざまである。難 病
なんびょう

相 談
そうだん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

が都道府県
とどうふけん

に設置
せっち

されているが、これ

を 市 町 村
しちょうそん

で 行
おこな

うことは 困 難
こんなん

である。 難 病
なんびょう

にかかる 相 談
そうだん

支援
しえん

に 関
かん

して

専 門 家
せんもんか

の 養 成
ようせい

が課題
かだい

である。 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

は、量 的
りょうてき

な広
ひろ

がりだけでなく、質
しつ

を担
たん

保
ほ

していくことが今後
こんご

の課題
かだい

で

ある。また地域
ちいき

における 総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

を 構 築
こうちく

する 観 点
かんてん

から、自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の 役 割
やくわり

と権 限
けんげん

の 強 化
きょうか

が 必 要
ひつよう

である。 

・ 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

にかかわらず、市 町 村
しちょうそん

に相 談
そうだん

対 応
たいおう

できる窓 口
まどぐち

があって、そこか

ら 専 門 的
せんもんてき

な支援
しえん

が 必 要
ひつよう

な場合
ばあい

につなげていく仕組
し く

みが重 要
じゅうよう

である。障 害
しょうがい

別
べつ

の 相 談
そうだん

機関
きかん

などを資源
しげん

として活 用
かつよう

すべきではないか。 

・ 今
いま

ある支援
しえん

に 相 談
そうだん

支援
しえん

がどう 絡
から

めるかが課題
かだい

である。 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

についても、

保 健 所
ほけんじょ

と自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

の 担 当
たんとう

である 市 町 村
しちょうそん

という 窓 口
まどぐち

があるがうまく 連 携
れんけい

が取
と

れないことが多
おお

い。このバリア
ば り あ

をどう超
こ

えるかが課題
かだい

である。 

  ↓ 

以 上
いじょう

のような意見
いけん

をもとに、①多層
たそう

構 造
こうぞう

（例
れい

：広
ひろ

く対 象
たいしょう

を 設 定
せってい

した総 合
そうごう

相 談
そうだん

センター
せ ん た ー

、継 続 的
けいぞくてき

な個別
こべつ

支援
しえん

を行
おこな

う相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

、各 障 害
かくしょうがい

や難 病
なんびょう

の専 門
せんもん

相 談
そうだん

機関
きかん

、当 事 者
とうじしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を支援
しえん

するピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

等
とう

）の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の在
あ

り方
かた

を考
かんが

えていくこととなった。（次回
じかい

にたたき台
だい

を提示
ていじ

し議論
ぎろん

する） 

 

②「選 択
せんたく

と 決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

・ツール
つ ー る

」について 

・これまでの部会
ぶかい

での議論
ぎろん

を受
う

けて、今後
こんご

検 討
けんとう

していかなければならない 論 点
ろんてん

は、

「支援付
しえんづ

き 決 定
けってい

」「 共 同
きょうどう

決 定
けってい

」についての考
かんが

え方
かた

の整理
せいり

と具体化
ぐたいか

である。 

・現 状
げんじょう

から、急
きゅう

に「協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

モデル
も で る

」に移行
いこう

することは難
むずか

しく、段 階 的
だんかいてき

アプローチ
あ ぷ ろ ー ち

や 暫 定 的
ざんていてき

な取
と

り組
く

みが 重 要
じゅうよう

となる。 

・ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

に 相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

がどういう 形
かたち

でかかわっていくかを 検 討
けんとう

する

必 要
ひつよう

がある。 

・ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

において、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

が 重 要
じゅうよう

な位置
い ち

を持
も

つようにすべきである。 

・知的
ちてき

障 害
しょうがい

については支
ささ

えるケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

が 重 要
じゅうよう

である。支 給
しきゅう

決 定
けってい

について

は、誰
だれ

でも 納 得
なっとく

できる 透 明
とうめい

な仕組
し く

みや尺 度
しゃくど

が 必 要
ひつよう

である。 

・ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

の 公 平 性
こうへいせい

や 透 明 性
とうめいせい

を確保
かくほ

することは義務
ぎ む

である。このためにも



ガイドライン
が い ど ら い ん

は 必 要
ひつよう

である。また生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

や状 態 像
じょうたいぞう

が近
ちか

い人
ひと

については、

どこでも 必 要
ひつよう

な支援
しえん

が確保
かくほ

できるような 支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みが 大 切
たいせつ

である。

支 給
しきゅう

決 定
けってい

については、市 町 村
しちょうそん

に障 害
しょうがい

当 事 者
とうじしゃ

も参加
さんか

する「合 議 体
ごうぎたい

」を作
つく

る

べきではないか。 

・ 合 議 体
ごうぎたい

で 決 定
けってい

することとした場合
ばあい

、決 定
けってい

にかかる責 任
せきにん

を 障 害
しょうがい

当 事 者
とうじしゃ

にも負
お

わせることとなる。 決 定
けってい

自体
じたい

は 行 政
ぎょうせい

が行
おこな

い、その 責 任
せきにん

も 行 政
ぎょうせい

が負
お

う形
かたち

とす

べきである。 

・ 相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

が、当 事 者
とうじしゃ

の話
はなし

を聴
き

きつつ「本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

」を作 成
さくせい

し、これを行 政
ぎょうせい

が受
う

け止
と

め、そこで 協 議
きょうぎ

し決 定
けってい

する仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。この

ためには、ガイドライン
が い ど ら い ん

の有無
う む

、ソーシャルワーカー
そ ー し ゃ る わ ー か ー

の 訓 練
くんれん

と配置
はいち

、サービス
さ ー び す

の

モニタリング
も に た り ん ぐ

などを考
かんが

える必 要
ひつよう

がある。 

・支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる「ガイドライン
が い ど ら い ん

」は必 要
ひつよう

である。ガイドライン
が い ど ら い ん

については、国
くに

レベル
れ べ る

で 作
つく

るのか、地域
ちいき

レベル
れ べ る

で 作
つく

るのかの 検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

となる。地域
ちいき

で 作
つく

る

場合
ばあい

は、自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

などのオープン
お ー ぷ ん

な場
ば

で議論
ぎろん

していくべきである。この

ガイドライン
が い ど ら い ん

を受
う

けて、 行 政
ぎょうせい

が個別
こべつ

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う形
かたち

がよい。 

・地域
ちいき

で独自
どくじ

のガイドライン
が い ど ら い ん

を 作
つく

るというのは 怖
こわ

い。 国
くに

レベル
れ べ る

で 公 平
こうへい

なライン
ら い ん

を

策 定
さくてい

しないと、市 町 村
しちょうそん

で 財 政 的
ざいせいてき

な面
めん

でカット
か っ と

されてしまうリスク
り す く

がある。 

・西 宮 市
にしのみやし

では、ガイドライン
が い ど ら い ん

を当 事 者
とうじしゃ

を含
ふく

めた 関 係 者
かんけいしゃ

の合意
ごうい

に基
もと

づいて 策 定
さくてい

し

ている。 相 談
そうだん

支 援 事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

は、このガイドライン
が い ど ら い ん

に沿
そ

って個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

を作
つく

る

ので、行 政 側
ぎょうせいがわ

からも 信 頼
しんらい

できる計 画
けいかく

が作
つく

られる。 

・個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

について、どうしても 現 状
げんじょう

の 社 会
しゃかい

資源
しげん

を 前 提
ぜんてい

にするため、どこ

まで本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の立場
たちば

でフリー
ふ り ー

に 策 定
さくてい

できるかが難
むずか

しい。 

・個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

においては、 現 在
げんざい

のサービス
さ ー び す

で満
み

たされないニーズ
に ー ず

を 明
あき

らかにし、

その積
つ

み残
のこ

したニーズ
に ー ず

を新
あら

たな資源
しげん

開 発
かいはつ

に 結
むす

び付
つ

けていくことが重 要
じゅうよう

である。そ

れを自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

などで地域
ちいき

課題
かだい

として取
と

り上
あ

げていくことが必 要
ひつよう

となる。 

 ↓ 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

（ 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

、ガイドライン
が い ど ら い ん

の在
あ

り 方
かた

）について

は、引
ひ

き続
つづ

き議論
ぎろん

していく。参 考
さんこう

資 料
しりょう

（西 宮 市
にしのみやし

のガイドライン
が い ど ら い ん

策 定
さくてい

のプロセス
ぷ ろ せ す

など）は、作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

メンバー
め ん ば ー

に送
おく

る。 



 

・次回
じかい

は、メンバー
め ん ば ー

からの意見
いけん

を 参 考
さんこう

にし、「自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

・相 談
そうだん

支援
しえん

」、「支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

」の在
あ

り 方
かた

について、 座 長
ざちょう

・ 副 座 長
ふくざちょう

で「たたき 台
だい

」を提示
ていじ

す

る。それに基
もと

づいて、より具 体 的
ぐたいてき

な 検 討
けんとう

を行
おこな

う。 

・11 月
がつ

7日
か

までに、「たたき台
だい

」に資
し

する意見
いけん

をチーム
ち ー む

メンバー
め ん ば ー

から募 集
ぼしゅう

する。 

・11 月
がつ

15 日
にち

18：30～20：30 まで、特
とく

に難 病
なんびょう

の 現 状
げんじょう

と課題
かだい

について、野原
のはら

委員
いいん

か

らの報 告
ほうこく

を聞
き

く時間
じかん

を 設
もう

ける。 

 

                                     以 上
いじょう

 


